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【独自】ワクチン接種女性、４割に「わきの下
の腫れ」…乳がん検診にも影響
読売新聞2021年10月15日15時00分

　新型コロナウイルスワクチンを接種した女性の４割に、わきの下のリンパ節が腫れる副反応が
２か月続いていたとする調査結果を、聖路加国際病院の研究チームがまとめた。わきの下のリン
パ節の腫れは乳がん転移の際にもみられるため、チームは接種後に検診を受ける人に注意を呼び
かけている。

　チームは今年５月、ファイザー製ワクチンを２回接種して８週間以内の２３〜６３歳の健康な
女性１３５人を対象に超音波検査を実施し、わきの下のリンパ節の状態を調べた。

　その結果、６７人に、接種した腕と同じ側のリンパ節の腫れがみられ、このうち５４人は８週
間が経過した時点でも腫れていた。多くの人は消失するまでに１１週間程度かかった。

　研究チームの同病院乳腺外科の喜多久美子医師は、「乳がん検診を受ける場合、２回目のワク
チン接種後に数か月の期間をおくか、難しければ検診担当者に接種したことを伝えてほしい。乳
がんがある患者は、がんがある部位と反対側の腕に接種するのが望ましい」と話している。


